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第1章	 はじめに 
1.1 背景 


































表	 1	 歴史的街並みの分類	 
	 
(1)	 	 (2)	 	 (3)	 	 
建造物	 
（復元）	 
○	 ×	 ×	 
記憶	 
認知度	 
















表	 2	 本研究の対象	 
	 
(1)	 	 (2)	 	 (3)	 	 
建造物	 
（復元）	 
○	 ×	 ×	 
記憶	 
認知度	 
○	 ○	 ×	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 この章では 3DCG・古写真・絵画資料を利用した、拡張現実感を応用した鑑賞支援	 
コンテンツの事例についてそれぞれ述べる。	 
 























ロンドン市内	 20 世紀のロンドン市内	 
「Street	 Museum」	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2.1 ３DCG による歴史的な景観の復元 







図	 1	 飛鳥京重畳イメージ[3]	 





観を伝えている。[図	 2]は大極殿の復元 3DCG を遺跡に重ね合わせている画面であ
る。	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図	 2	 AR 難波宮アプリ画面	 
	 





た 3DCG を、現在の三の丸広場に重ね合わせている画面である。	 
	 
	 
図	 3	 姫路城大発見アプリ画面	 









Street	 Museum を提供している[6]。[図	 4]はアプリの利用イメージである。ロン









には 2006 年まで交通博物館があり、100 年前には万世橋駅として東京の交通の中
心的役割を果たしていた。その当時の写真を重ね合わせることで、昔の交通博物館
の景観や万世橋駅駅舎の姿を追体験することができる。	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現方式については第 3 章で述べる。	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図	 7	 広重 AR マップアプリ画面	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図	 8	 「トーハクなび」利用イメージ[18]	 
	 
	 





































(Location	 Base)と画像認識方式(Vision	 Base)に分けられる。	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第4章	 評価用コンテンツ  
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4.1 コンテンツの企画・設計 

















図	 12	 歌舞伎役者・八代目市川團十郎	 
豊国	 「俳優似顔東錦絵	 田毎姫実は照田・児雷也」	 国立国会図書館所蔵	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図	 13	 現在の浅草 6 丁目(旧猿若町)	 
	 
4.1.1.2 浅草寺 
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図	 14	 現在の浅草寺	 
	 
 対象とする年代 4.1.2
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図	 15	 言問通りから北へ(A-1)	 
	 
図	 16	 中村座跡(A-2)	 
	 
図	 17	 18 番地から北東へ(A-3)	 
	 
図	 18	 市村座跡(A-4)	 
	 
図	 19	 23 番地から南へ(A-5)	 
	 
	 







図	 20	 宝蔵門前(B-1)	 
	 
図	 21	 五重塔前からみくじ方向(B-2)	 
	 
図	 22	 本堂前から五重塔方向(B-3)	 
	 
図	 23	 本堂前から奥山方向(B-4)	 
	 
図	 24	 二天門前(B-5)	 
	 






表	 4	 使用した絵画資料一覧	 
	 





表	 5	 評価用コンテンツの一例	 
	 タイトル	 作者	 制作年	 所蔵	 
1	 東都名所	 	 芝居町繁榮之圖	 歌川広重	 1842	 文化デジタルライブラリー	 
2	 大芝居繁栄之図	 歌川豊国	 1859	 東京都立図書館	 
3	 八代目市川団十郎	 歌川国芳	 1812-60	 	 visipix.com[20]	 
4	 東都繁栄の図（市村座）	 歌川広重	 1854	 国立国会図書館	 
5	 江戸自慢三十六興	 猿若街顔見勢	 歌川国貞	 1864	 東京都立図書館	 
6	 名所江戸百景	 猿わか町よるの景	 歌川広重	 1856	 国立国会図書館	 
7	 金龍山二王門之図	 葛飾北斎	 1781-89	 ボストン美術館	 
8	 六十余州名所図会	 江戸	 浅草市	 歌川広重	 1854	 国立国会図書館	 
9	 浅草奥山桜花盛之図	 梅蝶樓国貞	 1857	 国立国会図書館	 
10	 浅草寺奥山群集の図	 歌川国芳	 1856	 国立国会図書館	 
11	 大坂下り早竹虎吉・徳蔵・福松	 歌川国貞	 1856	 江戸東京博物館	 
12	 東都浅草金龍山随神門之景図	 歌川国芳	 1847-52	 江戸東京博物館	 
現実の景色	 提示資料	 拡張現実感	 体験イメージ	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 [表	 5]について詳細を説明する。鑑賞支援を行う現実の景色は現在の浅草	 











図	 26	 提示資料(名所江戸百景	 猿わか町よるの景)	 












図	 28	 体験イメージ	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表	 6	 評価用コンテンツ一覧	 

























































八重洲ブックセンター	 本店、リブロ浅草 ROX 店であり、計 9 冊を収集した。
文献を[表	 7]に示す。	 
 














	 評価用コンテンツのシナリオを以下のように作成した。番号は[表	 6]と	 
共通である	 
4.1.6.1 猿若町 








1	 新美武,	 浅草猿若町,	 新美商店,1973	 
2	 台東区史編纂専門委員会,	 台東区史	 通史編 2,	 台東区,	 2000	 
3	 西山松之助ほか,	 江戸学辞典,	 弘文堂,	 1994	 
4	 エディキューブ,	 彩色	 江戸の暮らし事典,	 双葉社,	 2013	 
5	 中江克己,	 図説	 見取り図でわかる！江戸の暮らし,	 青春出版社,2009	 
6	 江戸東京博物館,	 江戸歌舞伎	 歴史と魅力,	 江戸東京博物館,	 1995	 
7	 浅草観光連盟,	 増補新訂	 浅草細見,	 浅草観光連盟,	 1976	 
8	 佐藤要人,	 藤原千恵子,	 図説	 浮世絵に見る江戸の歳時記,河出書房新社,	 1997	 
9	 福田	 和彦,	 浮世絵	 江戸の四季,	 河出書房新社,	 1987	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 ナレーションの録音には、SONY の IC レコーダー	 ICD-UX300F を使用した。

































 metaio 社 4.3.1
	 metaio 社[27]は拡張現実感の基本技術開発や制作ツールの開発で世界的に
有名なドイツの企業である。拡張現実感のコンテンツ開発のための SDK や、GUI
による直感的な操作が特徴である編集ツール metaio	 Creator 等を提供してお
り、本研究はこの技術を利用した。2015 年 5 月に他企業に買収され、2015 年
12 月にすべてのサービス提供を終了した。本論文執筆の 2016 年 2 月現在、	 





ッキングデータの取得には metaio	 Toolbox を使用した。metaio	 Toolbox とは、
metaio 社が開発した 3 次元物体の特徴点を抽出し、保存するツールである。	 
ここでは metaio	 Toolbox で取得した特徴点データをトラッキングデータと呼
ぶ。metaio	 Toolbox の使用方法を以下に記す。	 
	 
①	 iPhone で metaio	 Toolbox を起動し、[3D	 Maps]を選択する。	 
②	 Sensitivity を building-sized に設定する(A-2 のみ room-sized)。	 
ここは特徴点を取得したい対象物の大きさに応じて設定を変更する。	 
	 cup-sized：コーヒーカップ程度の小さいもの。	 
	 	 desktop-sized：カップサイズよりは大きく。机の上に置ける程度のもの。	 
	 	 room-sized：一部屋の大きさ程度のもの。建物の一部など。	 
	 building-sized：ルームサイズ以上のもの。建物全体や風景など。	 
iPhone6	 iOS8.3	 
MacBook	 pro	 OS	 X	 10.9.5	 
metaio	 Creator	 6.0.1	 
metaio	 Toolbox	 6.1	 








かったりした場合は右上の Refresh ボタンをタップして再試行する。	 
⑥	 特徴点を取り終えたら、右下の Save ボタンをタップする。	 
⑦	 [Share	 created	 3D	 map]をタップし、メールでデータを送信する。	 
⑧	 受信したデータのうち、拡張子が.creator3dmap のものを保存する。	 
	 
	 









  34 
 提示資料の配置 4.3.3
	 トラッキングデータと提示情報の統合には、metaio	 Creator を使用した。
metaio	 Creator とは、metaio 社が開発した AR コンテンツ編集ツールである。
metaio	 Creator の使用方法を記す。	 
	 
① metaio	 Creator を起動する。	 
② 下部の[Trackables]から+アイコンをクリックする[図	 30 赤枠部]。	 




⑤ 右部の[Resources]から[Add	 image]アイコンを選ぶ[図	 32 赤枠部]。	 
⑥ 重ね合わせる画像データを選択して読み込む。	 
⑦ 読み込まれた画像を右クリックして[Properties]を開き、Rotation を





⑨ 右部の[Resources]から[Add	 audio	 File]アイコンを選ぶ[図	 36 赤枠部]。	 
⑩ 再生させる音声データ(.mp3)選択し、読み込む。	 
  35 
	 
図	 30	 トラッキングデータの読込	 
	 
図	 31	 トラッキングデータ読込後	 
	 
図	 32	 画像データの読込	 
	 
図	 33	 画像データの角度変更	 
	 
図	 34	 拡大調節画面	 
	 
図	 35	 画像データの位置	 
	 
図	 36	 音声データの読込	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 画像の切り替え 4.3.4
A-4,B-4 のコンテンツではボタンをタップすることにより２枚の画像を切り





① image1 を右クリックして[Properties]を開く。	 
② [behavior]	 ->[Visibility]->[Show	 on	 trackable]のチェックを外す。	 
③ iamge2 も同様に[Show	 on	 trackable]のチェックを外す。	 
④ UI/Device をクリックする[図	 37 赤枠部]。	 
⑤ 右部の[Resources]から[Select	 button	 image]アイコンを選ぶ[図	 38 赤
枠部]。	 
⑥ ボタン画像を選択して読み込み、配置する[図	 39]。	 
⑦ [Extras]->[Open	 AREL	 Editor]でエディターを開く[図	 40]。	 
	 
図	 37	 UI 編集画面へ	 
	 
図	 38	 ボタン画像の読込	 
	 
図	 39	 ボタンの配置	 
	 
	 
図	 40	 エディター画面	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⑧ GlobalScript に次のように記述する。	 
var flag = 0; 
 
⑨ button1 の onTouchEnded 内に次のように記述する。	 
if(flag == 0){  
  image2.hide(); 
  image1.display(); 
  flag = 1; 
}else{ 
  image1.hide(); 
  image2.display(); 
  flag = 0; 
} 
 
⑩ ml3Dmap1 の onDetected 内に次のように記述する。	 
button1.display(); 
if(flag == 0){  
  image1.hide(); 
  image2.display(); 
}else{ 
  image2.hide(); 
  image1.display(); 
} 
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 書き出し 4.3.5




① metaio	 Creator にて[Export]->[Create	 an	 app]を開く。	 
② SDK	 app を選択し、[next]をクリックする。	 
③ エクスポートモードは iOS	 Xcode	 6.1	 project を選択する。任意の



























広重 AR マップ[11]	 
図	 41	 マップを使用したアプリの例	 
	 
iPhone5S	 iOS8.1.1	 
MacBook	 pro	 OS	 X	 10.9.5	 
Xcode	 6.2	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図	 43	 マップインターフェース改善案	 
	 
4.5 評価用コンテンツの体験方法 
	 第 4 章で制作した評価用コンテンツの体験方法について述べる。本アプリケーシ
ョンには拡張現実感を体験する場所まで案内するためのマップモードと、拡張現実
感のコンテンツを体験する AR ブラウザモードがある[図	 44]。	 
AR ブラウザモードはカメラ画面となっており、対象の景色をカメラ画面におさめ
ると提示資料が重なって表示される[図	 45][図	 46]。	 
	 
図	 44	 マップモードと AR ブラウザモード	 













図	 45	 体験イメージ(A-1)	 
	 
図	 46	 体験イメージ(B-5)	 
	 	 









	 	 実験協力者の属性を[表	 12]に示す。	 
	 






















年齢	 18 歳から 27 歳の学生	 




バージョン	 iOS	 8.3	 
スクリーンサイズ	 4inch	 
重畳	 112g	 
AR ブラウザ	 metaio	 SDK	 
実現方式	 三次元トラッキング	 
提示情報	 画像,音声	 









図	 47	 評価実験の流れ	 
	 
	 
図	 48	 猿若町と浅草寺の位置関係	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 自由記述 5.3.2
	 自由記述は[表	 15]の 4 つの質問について回答した。	 
	 










	 「おおいにそう思う」を 5、「全くそう思わない」を 1 として、各設問の平
均点と標準偏差を算出したものを[表	 16]にまとめた。設問 1 から設問 9 は、
各設問において左の数値が浅草寺、右の数値が猿若町の値である。	 
表	 16	 平均点と標準偏差	 
 
5.4.1.1 絵画資料による鑑賞支援について 




図	 50	 実験結果(設問 1 から設問 9)	 















1 2 3 4 5 
平均点 4.19 4.48 4.19 4.33 4.00 4.33 4.05 4.29 3.33 4.33 
標準偏差 0.51 0.51 0.60 0.48 0.77 0.58 0.59 0.64 0.91 0.86 
6 7 8 9 10 11 
3.95 4.19 3.90 4.24 4.38 4.57 3.71 3.71 3.38 3.48 
0.59 0.68 0.77 0.62 0.59 0.60 0.90 1.01 0.80 0.87 
  49 











図	 51	 t 検定結果	 
 
5.4.1.2 提示資料の見やすさについて 
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 自由記述 5.4.2
	 自由記述の内容について代表的なものを挙げる。なお自由記述の全文書き起
















































スポット	 A-1	 A-2	 A-3	 A-4	 A-5	 B-1	 B-2	 B-3	 B-4	 B-5	 
人数	 5	 0	 0	 1	 11	 0	 4	 0	 2	 1	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付録 1	 評価実験用質問紙 
 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 御名前	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 1 
１．以下の質問に対して、五段階のうちで当てはまるものを選択して下さい。 










































付録 1	 評価実験用質問紙 
 












































付録 1	 評価実験用質問紙 
 


















１）浅草寺という名前を知っていましたか？ 	 はい	 	 	 	 いいえ 
 
２）これまでに浅草寺を訪れたことはありますか？ 	 はい	 	 	 	 いいえ 
 
３）猿若町という名前を知っていましたか？ 	 はい	 	 	 	 いいえ 
 
４）これまでに猿若町を訪れたことはありますか？ 	 はい	 	 	 	 いいえ 
 
５）歌舞伎をご覧になったことがありますか？ 	 はい	 	 	 	 いいえ 
 












付録 1	 評価実験用質問紙 
 




































付録 1	 評価実験用質問紙 
 



































	 	 	 	 御協力ありがとうございました。 


































































































































































































































































































































































































































































・	 AR の対応場所の増加	 
































・	 MAP に戻った時、ズームが解除されてしまう。	 
・	 音声の終わりがわかりづらい	 
・	 音声のリピートがしたかった	 






















・	 改善できるところは、音声ガイドの後ろで当時の様子を再現した BGM なり歌舞伎
の音声なりがあったらもっと臨場感がでて、わくわく感が増すと思います。	 
・	 改善すべきところは特に見当たりませんでした。	 
